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　私のやうに英文學畑から出て，天文學の募径をこつこつ歩いてみる人間の書
架には，専門諸家から見ては雑駁な本ばかり集まってみる．自分も時にこれら
を見渡してはだ瓦妬く打つた網がいつの日になって手もとに引き寄せられるか
と回しんでみる．
　まつ，西洋で私のやうな研究をやってみる入達一一一さう多数とも思はれない
が一が，その著書の序丈で敬意を表ずることを忘れない本は，R・H．アレン
の，Star－Names　and　Their　Meaningsである．激洲古今の星名，それと近東
其他に亙る物をも實に根回よく博捜してみる．前世紀末年の出版でもう絶版だ
らうと想はれるが，以前は日本でも一部の専門家には讃まれた本と見えて，某
三二の圖書室の棚に埃を被ってみるのを見たこともあるし，國際的天交観測家
の射場保昭君も天文毫の某老博士から贈られたのを愛藏してみる．私も，此の
十数年これほど首引きした星の本は無い．これを索引に使って，いろいろの本
に就き古今の星名とその由來や説話を執ねく漁ってみるのである．
　ギリシャやロ1マ古典時代の星は，ギリシャ語三者水野清太郎君と毎日顔を
合せてみる便宜もあって，主としてLoeb　Libraryに糠って學んでみる・特に
ギリシャ詩の中でも，アラ1トスの天丈詩「ファイノメナ」は此の向きでは貴重
な丈献で，キ・ケロもこれを翻繹し，ロ1マ時代の貴婦人たちは，それにより競
　　　　　　　　　　　タペストリしって星座の意匠を豪華な壁掛に刺繍したと傳へられる．一澁谷の東横映書
劇場の記帳に十二宮の一部を刺繍したものがあるが，私は毎度此の事を聯想し
てみる．
　ラテン詩人では，ヴ4ルギリウスの農事詩「ゲオルギクス」，オヴィデ汐スの
「ファステイ」な、どにいろいろの獲見があった・「ファステイ」の4月の或る胤犬星
シリウスに赤犬の犠牲を捧げて穀物に黒んぼのつかぬやうに所るロビガリや祭
で，詩人と祭司とが立ち話をするくだりなどを讃むと，今も彊烈に煙いてるる
既の星の光が見上げられるし，叉，當時はかういふ信仰が根張く支配してみた
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ので，これを軍にロマンスの眼で見てはならない事などを考へさせられる．
　ダンテ『棘曲』の星は，ミルトン『失樂園』の星と比べることによって一暦
意義がある・二丈學では，英詩の曉星と讃へられたチヨ1サ1のCanterbury
　　　　　　　　　　　アストにロジコTales他いろいろの作に占星術に關する詩句や挿話が多V・．それからミルトン
は勿論，シェィクスピヤ，キ1ツ，シェリ1，テニスン等にも星が鮎ぜられてる
る．特にテニスンは晩年まで小望遠鏡で星を覗いてみただけに天文詩入として
第一位を占むべきだらう・以上に就いて私は嘗て小研究を獲表したことがある．
　星座の起源は言ふまでもなく，アッシリヤ，バビロニヤに求めなければならな
い．これらの山々の天文文獄はワイドナ1，クグうしエレミアスなどの著書
に盛られてみる．一昨年だったか，イラク褒掘隊長フランクフォ1ト教授は，テ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜブコル・アグラブ出土の壷の破片に魚見した瘤牛の彫刻を，此の種の牛が印度でなけ
れば棲息しない理由から，印度・スメリや文化の古代に於ける交渉を立面する
最初の資料であるとして褒表してみた．しかし，此の牛の彫刻なら，伯林博物
館所藏のウルク獲掘の天文圖瓦版に金牛宮（牡牛座）の姿として刻まれて居り，
私は前記エレミアス氏Handbuch　der　altorientalischen　Geis亡eskulturの圓版で
十年も前から見てみるものだった．
　爾ほ私が倫敦の古本屋を通じて手に入れたR．C．トムスンのThe　Reports
of　the　Magicians　and　Astrologers　of　Nineveh　and　Babylon壱ま，古代アッシリ
ヤ，バビロニヤの諸市に派遣されてみた占一家たちが，その観察した天象を占
って瓦版に刻み，早馬で國都に迭つた報告二百七十七項を含んでみる．二巻の
中一巻は全然棲i二文字で埋められ，他の一一99は其の山方が大部分で，私に理解
出來るのは淺る英語の部分だけであるが，それでも，天丈學者たちが常に輕蔑
する占星家の泄先がいかに精細な天象山田を行ってみたかに驚かされる・
　埃及の星に就いては，佛蘭西の學者たちに優れた研究があるが，英書ではノ
1マン・ロッキヤ1のThe　Dawn　of　Astronomyが最も知られてみるだらう．こ
れも絶版で，私は前の本と同じく古本屋から入手した，ロッキヤ1は，挨及古代
の神殿の多くが，高著な星の出入の：方角に向けて建てられてみたとする・謂ゆ
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るOrientationの論を主張した・例へば，ナイルの増水を前回れするシウリス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パイロンが，夏至の頃，初めて曉天に昇る時，その第一光がデンデラ1榊殿の塔門と列
柱の聞を飛んで，奥殿のイシス女剃の眼に達すると言ふ論明の如きは，私を悦
惚とならしめた．しかし，今では此の読はあまり勢力はないらしい・いつぞや，
柳田國男氏は沖縄の星に就いて，海に出入する星に封し肚を建てた事が考へら
れるといふ様な話を書いて居られたが，私はその時も此のP。キヤ1の話を想起
してみた．記憶違ひであったらお詑び申上げる・
　それからブレステッドの著書の如き，本國で品切れの報を受けてから，ふと神
田で畿見したこともある．
　次ぎにアラビヤの星は，アレンにも多少出てみるが，私は，チ1ズマンとか，
埃及の大官ハ。サネィン・ベイ氏の紀行その他から拾ひ出したものが多い．叉，
これに就いては機悔話がある．七八年前のこと，丸善にベドウィン土入の研究書
が來てるた．その頃で二十圓位の本だつたが，その激頁に亙り星のアラビヤ名
が，それに干する土人の生活と共に相當詳しく出てみた．例へば，北極星をア
ル・ゲディと呼んで，長老たちはキャンプの夜々若者らに，オブ「トン・アルゲディ
（北極星に氣をつけよ）と教へるとか，南へ下る時には，「スハィル（支那名，南
極老人星）を正面に，アル・ゲディを馬の轡の上に」とV・ふのを合言葉にするとか
言ふ類の知識で，いろいろの星にたよる沙漠の族物語が私をその書架の前に釘
づけにしてしまった．
　と言って，その藪頁の爲めにその本を買ふだけの決心もつかなかったので，
私は久し振りで受験生になったつもりで，一心にアラビヤ語の英語綴りを暗記
にかかった．そして詰めこめるだけ詰めこむと，食堂へ入りこんで，その前に
買って持ってみた小説の見返しに鉛筆でせっせと書き入れて，また書架の前に
戻って行きこれをやった．そして，藪回繰り返して，漸く大部分を書いてしま
ったが，此のアラビヤ語の剰窃にはへとへとになって賜った．而も諦め切れす
に叉出かけて行ったら，その本はもう萱れてしまひ，書名も逸してしまった．
　こんな立讃みを毎々やられては丸善も迷惑だらうが，時には，中米マヤ族の
星の穿墾に深入りして，うかと註文したマヤ協會の限定版The　Maya　Glyphs
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といふ本など，首づくしの象形文字の羅列で星に關するものはほんの小部分だ
し，而もドル攣動の直後で二百ぺ1ヂに足らぬ本に百何回かを梯ひ，今も私の
書架の隅に眠らせてあるやうな事もあるのである．
　太李洋民族の星に就いては，J．　C．アンダ1センのMyths＆Legends　of　the
Polynesiansに，ポリネシや土人の間の星名や口碑が比較的豊富に考誰されてる
る．その中，ソシエテ諸島に傳はる天；地下迭の歌は，雷家ゴーガンが『ノア・
ノア』の中に引用してみるものである．メラネシヤ土人の星は，コッドリントン
の著lc多少載せられてみた．
　爾ほ此の地方の星を知るに便宜な旧著に，松岡i　ue氏の『太雫洋民族誌』及び
『南倶の秘密』がある，特に後著には教父エルトランド著『マー1シャル島民』に慷
つたといふ六十有飴の二叉は星宿に就き，氏が海軍大佐であられた天文乃至海
洋知識を以て親切に説かれてみる．
　例へば私は，此の書でマ1シャル土入が北斗七星をワ・エかアン・ヂ．ム1ル
（ヂュム1ル神の舟）と呼ぶことを知ったが，これは，我が石見地方や大分縣の
中津町でいふ北斗の和名の「ふなぼし」と同じ見方であり，更に宮古島で言ふ
「フニプシ」，八重山諸島の「ウフナブシ」に通することを磯見して，雀躍した
のである・
　印度の星には，英國の學者の研究したものがあるのは當然だが，併せて漢三
叉は國課一切維の中の，摩登迦経，日藏経，諌太子経とか日本でも廣く讃まれ
た宿曜経などの天文の部分を漁ってみる・坪内先生は摩可丁丁の阿門下者と栴
陀羅の女との懸を脚本にして居られ，幸田露俘博士にもこれに引して書かれた
ものがあるが，私などには，爾先生がペンを留められた次ぎの天文問答からが，
より興味の封象になる．
　　　　　　　　　　　　　　　ナクシャトラ　私は叉かうV・ふ漢諜佛典に見出す星宿の形容などの印度情調を喜ぶ．例へ
ば，牡牛座のヒヤヂス星團（和名つりがねぼし）がV字形に並んでみるのを，形
飛雁の如し（摩登迦経），形立叉の如し（日藏経），形車行の如し（諌太子経），形
車の如し（宿曜経）と喩へてるる類ひである・私たちになら，かういふ形容の味
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も副番出出るが，西洋人にはどうだらうか？　これに限らす西洋の本を讃んで
みる間に，所詮東洋のことは東洋人にと感じることは稀でない。
　支那の星に就いては，古く書輕の発呼や詩輕以來，星の文職は極めて豊富で
あり，本格的の研究には，新城，飯島，上田諸博士の名著がある・私の爲めに
も，まつ史記の天官書が基げられる．それには，國繹漢丈大成のものが註に西洋
の星名まE’も封照してあって親切である．漢書の天丈志なども，これと大同小
異である．それから我が寺島良安の倭漢三才干物の天部は，支那書に擦り返り
黙を附けたもので便利である．叉故小野清氏の天文要覧は，支那及び廣く東洋
の天文を知る上に有難い本で，今でも時に古本屋で見かけることがある．
　私は，二天圖論，欽定儀象考成，潭天，天文大成，大唐開元占維，諸榊聖誕
日玉匝記，明抄占験圓総略，天文祥異総圖集註などといふ本を，こき混ぜて並
べてみる。大佛次郎が嘗て支那からがむしゃらに取り寄せてくれたもので，多
く清朝の出版である．絡りの二二は肉筆本で彩色書が入って居り，税關で骨二
品に扱はれた．しかし，名の示す通り大牛は星占ひに關するものである・
　それから私の床の闇に一年の大牛懸かつてみる南宋淳鮪年中の天二二柘本の
大幅は下谷の古本屋に曝されてみたのを二圓で買ひ表装したもので，黒々とし
た地に眞白に抜けてみる傘大の廿八宿を，時々オペラグラスで見上げては陶然
となってみる．
　最後に日本の星が残iつた。
　私は星の日本名を文献や口碑や，友人知己の助けで蒐集し，先頃約四百種を
磯表した．そして前述のやうに海外の星を貧り漁ってみても，究極の目的はや
はり組國の星にある・これに就いては他日また清讃を仰ぐことにしたい。
　　　　　　　　　　　ペルンハイマ博士の計
　オ1ストリや國ヴイン大野教授同大回天文豪助役Walter　E．　Bernheimer
博士は長く病床にあったが，去る12月14日，惜しくも逝去した・享年45歳であ
った．
　同博士は太陽の熱輻射の研究家であって，三七アボト博士に封溶し，太陽輻
射線の彊さの攣動ずるといふ読には晶晶してみた，
